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園全体という表現を使用する。標高は 235 m か
ら 260 m の範囲にある。また、野鳥観察の森の


















































育している地点に 5 m×5 mの方形区を設置し、
そこに出現したシダ植物の種名と種別植被率を記
録した。方形区の数は合計 157 区画で、森林公園












いに 5 m×5 mの方形区が連なる形である。方形
区の合計は 440 個である。各方形区に出現したシ
ダ植物の種名と植被率を記録した。



















滝沢森林公園 滝沢村全域 FER記述 FLO記述
岩手県 平塚ほか 本研究 滝沢村 鈴木 岩手植物の会
1983 2004 2013 2006 1993 1970
ヒカゲノカズラ科 ホソバトウゲシバ ○ ○ ○ ○ やや稀
イワヒバ科 クラマゴケ ● 稀 ごくまれ
トクサ科 スギナ ○ ○ ○ ○ 普通
イヌスギナ ○ ○ 稀 やや普通
トクサ ○ ○ ○ やや普通
ハナヤスリ科 ヒロハハナヤスリ ● やや稀 ややまれ
フユノハナワラビ ○ ○ ○ ○ やや稀 普通
ナツノハナワラビ ● ○ やや稀 やや普通
ナガホノナツノハナワラビ ● やや稀 ややまれ
ゼンマイ科 ゼンマイ ○ ○ ○ ○ 普通 極めて普通
ヤマドリゼンマイ ○ ○ ○ ○ 普通
コバノイシカグマ科 オウレンシダ ○ ○ ○ ○ 普通 普通
ワラビ ○ ○ ○ ○ 普通 ごく普通
チャセンシダ科 コタニワタリ ○ 普通 普通
トラノオシダ ● ○ 普通 極めて普通
シシガシラ科 シシガシラ ○ ○ ○ ○ 普通 ごく普通
オシダ科 ヤブソテツ ● やや稀 ややまれ
ジュウモンジシダ ○ ○ ○ ○ 普通 ごく普遍的
サカゲイノデ ○ ○ ○ ○ 普通
ホソバナライシダ ● ○ 普通 普通
リョウメンシダ ○ ○ ○ ○ 普通 普通
タニヘゴ ○ ○ ○ ○ やや稀 ややまれ
ミヤマベニシダ ● 普通 極めて普通
オシダ ○ ○ ○ ○ 普通
オクマワラビ ● やや稀 まれ
ミヤマイタチシダ ● ○ 普通 やや普通
ヤマイタチシダ ● ○ 稀 普通
ヒメシダ科 ミゾシダ ○ ○ ○ ○ 普通 普通
ヒメシダ ○ ○ ○ ○ 普通 ごく普通
ハリガネワラビ ● やや稀 やや普通
イワデンダ科 クサソテツ ○ ○ ○ ○ 普通 ごく普通
イヌガンソク ○ ○ ○ ○ 普通 普通
コウヤワラビ ○ ○ ○ ○ 普通 極めて普通
ヘビノネゴザ ○ ○ ○ ○ 稀 普通
エゾメシダ ● ○ 稀 まれ
サトメシダ ● ○ 普通 普通
ヤマイヌワラビ ○ ○ ○ 普通 普通
イヌワラビ ○ ○ ○ 普通 普通
イッポンワラビ ● 普通 ややまれ
ハクモウイノデ ● ○ 稀 普通
ホソバシケシダ ○ ○ ○ ○ 普通 普通
シケシダ ● ○ 普通 普通
キヨタキシダ ● ○ やや稀 やや普通
ウラボシ科 ミヤマノキシノブ ● やや稀 ややまれ
オシャグジデンダ ● やや稀
種数 23 24 43 40
注 1）　●は岩手県滝沢森林公園で本研究により新たに記録された種
注 2）　岩手県内の生育状況。FER：鈴木實（1993）岩手県のシダ植物、FLO：岩手植物の会（1970）岩手県植物誌














































































たのは野鳥観察の森の No.4 で、48 区画中、2 区
画にしか出現しなかった。同じように出現頻度が
低かったNo.2 も野鳥観察の森内の調査ラインで








































1 オウシュウトウヒ林 鉄道防雪林。スギが混じる。暗い。最優占種ホソバナライシダ。 57 30 52.6 13
2 針広混交林 コナラ、アカマツ優占。乾燥。最優占種サカゲイノデ。 50 9 18 7
3 針広混交林 コナラ、アカマツ、カラマツ優占。乾燥。最優占種トクサ。 50 19 38 9
4 針広混交林 コナラ、アカマツ優占。乾燥。 48 2 4.2 2
森林公園
5 アカマツ林 斜面上部。乾燥。最優占種ホソバナライシダ。 36 8 22.2 6
6 針広混交林 コナラ、カラマツ優占。乾燥。 50 11 22 7
7 広葉樹林 一部、北沢を横断。最優占種ゼンマイ。 50 15 30 11
8 広葉樹林 南沢上流部。沢沿い。湿潤。湿性地。最優占種ジュウモンジシダ。 45 45 100 17
9 スギ・カラマツ林 湿潤。湿性地。暗い。最優占種オシダ。 16 16 100 9
10 広葉樹林 北沢上流部。沢沿い。最優占種ゼンマイ。 38 30 78.9 15




































































7  フユノハナワラビ　Botrychium ternatum
森林公園内の林下や草地、芝生地などに生育し、
個体数も多い。エゾフユノハナワラビ Botrychi-
um multiﬁ dum var. robustumと思われる個体も
みられるが、精査が必要である。冬緑性。FER：
やや稀　FLO：普通
8  ナツノハナワラビ　Botrychium virginia-
num
森林公園の林下の広い範囲に生育している。野鳥





9  ナガホノナツノハナワラビ Botrychium 
strictum
県立大学と南沢の間の森林公園で、2011 年 7 月
8 日に岩手県立大学総合政策学部生の松本成康君
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Ferns and Fern Allies of Takizawa Forest Park,
Iwate Prefecture
Yoshio KANEKO and Noriko TAKAHASHI
Abstract Ferns and fern allies were studied in the Takizawa Forest Park （62 ha） adjacent to Iwate 
Prefectural University. We identiﬁ ed 43 species, 20 of which were newly recorded species. Since 
two other species had been recorded by previous researchers, the Takizawa Forest Park has a 
total of 45 species of ferns and fern allies. The species considered rare in Iwate Prefecture but 
found in the study area included Selaginella remotifolia, Ophioglossum vulgatuma, Botrychium 
strictum, Cyrtomium fortunei, Dryopteris tokyoensis, Dryopteris uniformis, Athyrium mela-
noplepis and Lepisorus ussuriensis. Based on the vegetational coverage and frequency, it was 
concluded that the most representative species in the Takizawa Forest Park was Dryopteris 
crassirhizoma, followed by Athyrium vidalii, Polystichum tripteron, Osmunda japonica, Polys-
tichum retroso-paleaceum and Arachniodes borealis. Most of these species preferred wet areas 
close to watercourses.
Keywords Takizawa Forest Park, ferns and fern allies, ﬂ oral list, status of growth
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